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事業として、新南（S）病棟第二期工事と
松山中央乳児保育園の新築工事が進
行中であります。この6月のグランド
オープンで、市民病院としては昭和31
年創立以来の管理棟、北（N）棟、南（S）
棟の3つの病院棟の建替え2巡目が終
了します。
　入院診療では、ベッド数は削減され
ますが、内容を充実・多様化し、家庭や
社会生活にスムースに復帰できるリハ
ビリ環境を整えます。その上で、福祉・
介護をも包括・統合的にとらえて医療
が提供できる急性期総合病院でありた
いと考えております。
　また、乳児保育園は昨年8月に社会
福祉法人永頼会に移行し、この3月中に
は木造2階建ての新園舎がもとの三番
町8丁目に完成します。同じ永頼会の
兄・妹のように地域医療・福祉と子育て
支援に、関係機関と連携して貢献でき
ることを誇りに思います。

　今年の病院スローガンは、「伝達と継
承」を掲げます。英語ではcommunication 
and successionですが、「コミュニケーショ
ンと継承」というように、カタカナと漢字
という組み合わせで言うのが分かりや
すいかもしれません。病院医療におけ
る情報・知恵の「伝達（コミュニケーショ
ン）」を図り、永頼会50周年の次なる歩
みへと、医療人の技（ワザ）や心（ココ
ロ）を「継承」していこうというスローガ
ンであります。
　職場のあらゆる場面で、シニア、ミド
ル、ジュニアの各世代の職員が自分自
身に問いかけてみてください。今年の
干支である「ひつじ」のように、穏やかで
人情厚く「コミュニケーションと継承」に
努めていきたいものです。
　関係各位の皆様には、今年も松山市
民病院とのご交誼をどうかよろしくお
願い申し上げます。

　2015年、平成27年の新春を迎え、今
年が幸多き一年になりますよう、心から
お祈り申し上げます。地域の医療機関
や関係各位の皆様には、日頃より救急
医療や地域連携を通じて松山市民病
院が大変お世話になり、感謝申し上げ
ます。

　昨年、日本列島は土砂災害や火山噴
火など、多くの自然災害に見舞われま
した。政治経済では、日銀による金融緩
和と円安株高、8％消費増税なるもマイ
ナス成長、そして10％増税先送りでア
ベノミクス解散・総選挙、結果大きな変
化なしの一年でした。ノーベル物理学
賞では3人の日本人受賞などに沸きま
したが、オリンピックや海外スポーツで
は平成生まれのアスリートが活躍し、か
つての昭和がとても古く感じられるよう
になりました。
　医療界では、地域医療ビジョンと地
域包括ケアシステムという新しい言葉
が頻出し、経済低成長・少子超高齢・人
口減少社会での社会保障のあるべき
姿へ向けた議論が続いております。ま
た、昨年4～9月、患者数減少と診療報
酬改定の影響で収入減の医療施設が
増え、消費増税による影響で4分の3の
施設が支出増となっています（福祉医
療機構）。

　当院では昨年、「変革と育成」という
スローガンを掲げ、新南（S）病棟第一
期オープン、電子カルテ・SPDシステム
稼動、医療秘書課と地域包括ケア病棟
の新設、訪問看護課活動、多職種職員
の各種学会・研究会発表、役職者人事
考課研修、医療機能評価受審（更新）認
定、がん診療連携推進とリレーフォーラ
イフ・イベント参加、等々いろいろな成
果を上げることができました。
　今年も、引き続き永頼会50周年記念
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